新規会員校の介護食士認定講座実施基準
　新規会員校において介護食士認定講座を開講するに当たっては、下記に留意の上実施をお願いします。

１．　介護食士認定講座は、広く一般人を対象として行うことを原則とするが、この講座に専門学校等の学生が受講することは差し支えありません。

　　

２．　学生が受講する場合、「介護食士」認定規程実施要領第１２条の履修免除に関する規定を厳守して行ってください。　　

３．　実施に当たっては、「介護食士」認定規程、「介護食士」認定実施要領及び「介護食士」認定規程実施細則に則って行ってください。
４．　必ず、施設指定（３年間）を受けてください。

５．　必ず、認定講座実施計画書を、毎年講座開始計画の２ヶ月前までに必ず提出し、承認を受けてください。

６．　担当教員は、原則として２名以上とします。
７．　担当教員については、次の要件を満たしている者とします。
（１）　調理士（師）、栄養士のいずれかの資格取得後、５年以上介護食調理に従事した者又は介護食に関する教育研究に従事した者。
（２）　職業訓練指導員、調理技能士、専門調理師及び管理栄養士のいずれかの資格取得後、３年以上介護食調理に従事した者又は介護食に関する教育研究に従事した者。
８．　担当教員は、認定講座を実施する前に、必ず、既に実施している会員校において「介護食士認定講座」３級を受講してください。
９．　担当教員は、当協会主催の夏季教育者研修（２日間）に参加してください。
１０．夏季教育者研修（２日間）に参加した担当教員は、次年度以降実施の夏季指導者研修（２日間）に参加し、指導員の資格を取得してください。
１１．その他、必要とする事項が生じた場合は、協会事務局に連絡ください。
１２．上記の事項を遵守できない場合は、施設指定を取り消す場合がありますので、念のため申し添えます。
